
町
長
の
定
期
便
第 
1
2
7
回

　

9
月
は
不
安
定
な
天
気
が
続
き
、
水
稲
の
刈
り
取
り
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ネ
ギ
の
収
穫
な
ど
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
到
来
で
す
。
9
月
10
日
、
日
野
中
学
校
の

体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
祭
の
準
備
や
計
画
な
ど
は
す
べ
て
生

徒
自
ら
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
実
行
力
に
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

17
日
に
は
ひ
の
っ
こ
保
育
所
の
運
動
会
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ

い
ら
し
い
動
き
や
し
ぐ
さ
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

25
日
は
町
民
体
育
祭
。
黒
坂
地
区
恒
例
の
入
場
演
技
は
、
今
年
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。
地
区
総
出
の
行
事
で
も

あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
住
民
が
参
加
し
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
根
雨
地
区
大
会
で
は
、
全
地

区
参
加
と
ま
で
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８
組
（
小
原
・
別
所
・
榎
市
・

本
郷
）
が
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
、
こ
う
い
っ
た
行

事
は
全
地
区
が
参
加
し
て
こ
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
町
全
体
を
一

層
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
来
年
こ
そ
は
全
地
区
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

9
月
30
日
に
は
、
日
野
病
院
の
櫃
田
豊
院
長
の
退
任
式
を
行
い
ま
し

た
。
櫃
田
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に
日
野
病
院
に
赴
任
さ
れ
、
以
後
11
年

間
に
わ
た
り
、
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

常
に
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
そ
の
人
柄
は
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
そ
の
功
績
に
対
し
感
謝
状
を
贈

り
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
お
、
10
月
1
日
か
ら
は
、
博
愛
病
院
（
米
子
市
）
の
病
院
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
任
に
は
、
7
月
か
ら
副
院
長
と
し
て
着
任

さ
れ
て
い
た
孝
田
雅
彦
さ
ん
が
新
た
に
病
院
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
６
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

人口　3,347 人（-5）

男性　1,539 人（-6） 

女性　1,808 人（+1）

世帯　1,408 戸（-4）

わたしの町
（前月比）

10 月 1 日現在届
出
９
月
９
日
～
10
月
7
日
　

敬
称
略

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
地
域
で
親
睦
深
め

ま
ち
が
活
気
あ
る
姿
に

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　（
氏
名
）　
　
　
　
　
　

　（
年
齢
）　
　       （
住
所
）

9
月
届
出
分

梅
林
　
八
郎
　   

81
歳
　
　
黒
坂

櫃
田
喜
惠
子
　   

85
歳
　
　
金
持

太
田
　
明
子
　   

85
歳
　
　
中
菅

10
月
届
出
分

住
田
　
　
寛
　   

70
歳
　
　
黒
坂

30

　9 月 29 日、JR 伯備線において特急列車が停車す
る数少ない駅であり、日野町の玄関口でもある根雨
駅の利用者を増加させようと、日野町、江府町、岡
山県新庄村をはじめ、観光協会、商工会、宿泊施設
などが参画し、「JR 伯備線・根雨駅利用促進協議会」
を立ち上げました。
　今年度、町では職員の出張時に特急列車を利用し
やすくする制度改正を行ったり、根雨駅前に新たに
公衆トイレを設置して、通勤・通学で利用する人や
観光客に快適な環境整備を行います。
　今後、利用促進協議会では、根雨駅における通勤・通学の利便性向上により、移住・定住を促進するとともに、
観光客を誘致して観光振興を図っていきます。具体的には、根雨駅を中心とする JR 伯備線の利用促進対策
の検討や、周辺住民をあげて利用促進の機運醸成に向けた啓発活動を展開する予定です。
　2009 年以降、根雨駅の乗降者数は減少傾向です。地域活性化の重要な拠点である根雨気を守り続けるた
めにも、町民の皆さんも根雨駅の利用促進にご協力ください。【問合せ先】役場企画政策課（電話 72-0332）

みんなで根雨駅を利用しましょう！

▲伯備線・根雨駅の活性化へ活発な意見が交わされる

たばこは町内で買いましょう！
　町内の小売店や自動販売機でたばこを購

入すると、その一部が町の税収になります。

　たばこ税は福祉、防災、環境整備など、

あらゆる目的で使うことができる貴重な財

源です。

　豊かなまちづくりのため、たばこはぜひ

町内でお買い求めください。

【問合せ先】役場住民課（電話  72-0333）



11月 Ｎ Ｏ Ｖ Ｅ Ｍ Ｂ Ｅ Ｒ

総務課　　　　    72-0331
健康福祉課　　    72-0334
健康福祉センター           72-1852
地域包括支援センター  72-0339
企画政策課　　    72-0332

住民課        　　　72-0333
建設水道課　    　72-0350
産業振興課　    　72-2101
農業委員会　    　72-2103
出納室    　　　　72-2104

議会事務局　　    72-0335
黒坂支所    　　　74-0211
教育委員会    　　72-2107
学校給食センター　　72-1167
ひのっこ保育所    72-0238

町公民館    　　　74-0212
文化センター    　72-1300
下榎集会所        　72-1191
消費生活相談窓口　72-0336
役場代表（夜間・休日）  72-0331

直
通
電
話

（町内の展示コーナーを紹介します）

■山陰合同銀行根雨支店　　　   「兜作品展」　　　　　　　　　　　　　　　　　  開催中～ 11 月 11 日
　　　　　　　　　　　　　　　「杉原幹雄水彩画展」　　　　　　　　　　　　　 11 月 14 日～ 12 月 16 日
■蔵美術館（上菅）　　  　　      岡野三郎油絵作品展「秋の大山」        　　　　　 11 月 1 日～ 11 月 30 日
■県西部地震展示交流センター　「鳥取県西部地震と被災後の地域活動」　　　　　 開催中～ 12 月 27 日
　　　　　　　　　　　　　　　熊本地震関連写真展　　　　　　　　　　　　　 開催中
■ＪＲ根雨駅待合室　　   　　　「伯備線写真展」　　　　　　　　　　　 　　　　開催中
■町文化センター・ホワイエ　   「ホールと共に歩む会 20 周年ポスター展」   　　  開催中
　　　　　　　　　　　　　　　「町民ミュージカル 15 年のあゆみ展」　　　　　  開催中
■オシドリ資料館　　　　　　　オシドリ写真と資料展　　　　　　　　　　　　 開催中～ 3 月末
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